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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バックシート（２６）、および前記バックシートに接合された糞便管理部材（２９）を
備えており、前記糞便管理部材が、裏張り（１２０）および繊維シート（１２６）を備え
ており、前記繊維シートが、間隔をあけた接着位置（１２８）において前記裏張りに固定
部（１２７）を有しており、そして接着位置の間に前記裏張りから突出する前記シートの
アーチ型部（１３０）を有している使い捨て吸収体（２０）において、
　アーチ型部（１３０）を有する繊維シート（１２６）は、糞便物質を該アーチ型部（１
３０）に沿って各繊維内へと速やかに透過させ、
　前記糞便管理部材（２９）は、前記アーチ型部（１３０）の少なくともいくつかに連結
された複数の追加繊維（１９０）を含み、
　前記追加繊維（１９０）は、１平方メートルにつき１グラムから１００グラムの間の基
礎重量を有し、
　追加繊維（１９０）は、前記アーチ型部（１３０）の高さより短い長さであることを特
徴とする使い捨て吸収体（２０）。
【請求項２】
　前記バックシート（２６）に接合されたトップシート（２４）をさらに備えている請求
項１に記載の使い捨て吸収体（２０）。
【請求項３】
　前記糞便管理部材（２９）の少なくとも一部が、前記トップシート（２４）と前期バッ
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クシート（２６）との中間に配置されている請求項２に記載の使い捨て吸収体（２０）。
【請求項４】
　前記糞便管理部材（２９）は、前記トップシート（２４）に固定されていない請求項３
に記載の使い捨て吸収体（２０）。
【請求項５】
　前記糞便管理部材（２９）と前記バックシート（２６）との間に配置されている吸収性
コア（２８）をさらに備えている請求項１に記載の使い捨て吸収体（２０）。
【請求項６】
　前記アーチ形部（１３０）は、少なくとも０．５ｍｍの前記裏張りからの高さを有して
いる請求項１に記載の使い捨て吸収体（２０）。
【請求項７】
　前記糞便管理部材（２９）は、１００ｇ/ｃｍ２の負荷の下で３０秒後、少なくとも８
５％の弾性を有している請求項１に記載の使い捨て吸収体（２０）。
【請求項８】
　前記繊維シート（１２６）は、前記裏張り（１２０）の親水性よりも小さい親水性を有
している請求項１に記載の使い捨て吸収体（２０）。
【請求項９】
　前記使い捨て吸収体は、後部ウェスト領域および前部ウェスト領域を有しており、前記
糞便管理部材（２９）は、前記使い捨て吸収体の少なくとも前記後部ウェスト領域に配置
されている請求項１に記載の使い捨て吸収体（２０）。
【請求項１０】
　前記裏張り（１２０）は、繊維シート（１２６）に加熱接着されている請求項１に記載
の使い捨て吸収体（２０）。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（発明の分野）
本発明は、おむつ、成人失禁用製品、生理用ナプキンなどの使い捨て吸収体を含む身体か
らの排泄物を吸収するか、および/または包含する物品に関する。さらに具体的には、本
発明は、漏れを減少させるために、および汚れた使い捨て吸収体を除去する際、装着者を
清潔にするのをより容易にするために、低粘性糞便物を装着者の皮膚から離して保持する
能力をもつ使い捨て吸収体に関する。
【０００２】
（発明の背景）
おむつおよび成人失禁用製品などの使い捨て吸収体は、当業界によく知られている。この
ような使い捨て吸収体は、装着者により排泄されその上に堆積された尿および糞便物を集
めて保持する。
【０００３】
現在まで、使い捨て吸収体に集められ、保持された尿および糞便物を取扱う当業界におけ
る試みの多くは、尿の取り扱いに向けられてきた。使い捨て吸収体により集められた糞便
物の処理は、低粘性物質の複雑なレオロジーにより尿の処理よりもさらに困難となる。
【０００４】
尿の取り扱いの先行技術の例としては、装着者の身体に面して接触する第１のトップシー
ト、および第１のトップシートの下にあり、使い捨て吸収体が装着者から取り外されるま
で、尿を吸収するか、または保存のため下にあるコアに尿を移送する第２のトップシート
を有する使い捨て吸収体を提供する幾つかの試みがある。
【０００５】
一般的には、第１のトップシートおよび第２のトップシートは、異なる物性を有する。第
２のトップシートは、トップシートを通して尿の移送を助けるために、第１のトップシー
トよりも小さなポアサイズを有してもよい。第１のトップシートから第２のトップシート
に液体を通過させるために、第１のトップシートは疎水性であってもよく、濡れた時に第
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２のトップシートよりも弾力性があってもよい。
【０００６】
先行技術におけるさらに別の試みでは、使い捨て吸収体は、第１のトップシート、第２の
トップシートおよびコアを有する。第２のトップシートは、メルトブロウンされた親水性
繊維から実質的に構成され、コアのポアサイズよりも大きいポアサイズを有する。申し立
てによると、この配置は、第２のトップシートが複数の液体排泄物を迅速に受けて、コア
による吸収前にＸ－Ｙ平面に液体を分布させることを可能にする。さらに別の試みの申し
立てによると、尿用の垂直ウィック能力の改良が、表面仕上げをしていないか、または互
いに架橋している膨張セルロ－ス繊維を用いて達成された。
【０００７】
先行技術における別の試みでは、特に効果的で効率的な方法で尿などの液体を捕捉し包含
するのに好適な吸収性コアは、多数の層を具備する。装着者に密着している第１の層は、
親水性繊維物質を含み、排泄された液体を素早く捕捉するために、この層の他の部分より
も相対的に低い平均密度の捕捉ゾーンを有する。第１の層の下には、捕捉ゾーンを通って
それ自身に迅速に液体排泄物を捕捉するために、および液体処理層から貯蔵層にこれらの
液体を分布させるために、弾力性があって湿気に感受性の無い低密度の高空隙容量材料を
備える液体処理層がある。貯蔵層は、繊維材料および吸収性ゲル化材の分離粒子の組み合
わせを具備し、液体処理層が捕捉した液体を排出させることを可能にし、その結果液体処
理層は、続いて起こる液体の負荷を捕捉し分布させるのに十分な能力を有することができ
る。
【０００８】
先行技術におけるこのような試みの例としては、１９７７年９月１３日に発行のＫａｒａ
ｍｉの米国特許第４，０４７，５３１号、１９８９年１月１７日に発行のＭｅｙｅｒらの
米国特許第４，７９８，６０３号、１９９１年８月６日に発行のＣｈｅｎらの米国特許第
５，０３７，４０９号、１９９２年６月２３日に発行のＢｅｒｎａｒｄｉｎらの米国特許
第５，１２４，１９７号、１９９２年７月２８日に発行のＲｅｉｓｉｎｇらの米国特許第
５，１３４，００７号が挙げられる。
【０００９】
もちろん、吸収性ゲル化材もまた、尿処理能力に関して先行技術において現在よく知られ
ている。吸収性ゲル化材は、尿などの大量の液体を吸収でき、通常の圧の下でこのような
吸収された液体を保持できるポリマー材料である。吸収性ゲル化材の効果は、使い捨て吸
収体のコアに取り込まれる吸収性ゲル化材の形態、位置および重量％に完全に依存する。
【００１０】
最近、圧に対して膨張する能力をもつ吸収性ゲル化材を提供するための試みが当業界にお
いてなされた。これらの方法は、使用中身体によって作用する実際の圧の下で液体を吸収
するという利点の提供を主張している。さらにこの技術の他の教示は、負荷の下で特殊な
自由膨張率および吸収性を有する吸収性ゲル化材を提供している。そのような吸収性ゲル
化材の主張される利点は、凡そ同一の吸収能力、使用中一般に遭遇する圧の下で排泄液体
を迅速に吸収する能力および使用中一般に遭遇する圧の下で吸収された液体を保持する能
力を有して低容量および低質量であることである。
【００１１】
先行技術におけるそのような試みの例としては、１９９２年９月１５日に発行のＫｅｌｌ
ｅｎｂｅｒｇｅｒの米国特許第５，１４７，３４３号、および１９９２年９月２日に発行
のＫｅｌｌｅｎｂｅｒｇｅｒらの米国特許第５，１４９，３３５号が挙げられる。
【００１２】
しかしながら、尿を取り扱うこれら全ての試みは、使い捨て吸収体中に存在し得る糞便物
の取り扱いの改良には、役立つとしてもごくわずかである。糞便物を処理する試みは、装
着者に密に順応し、開口を有する第１のトップシートを提供することを含む。開口は、糞
便物がそれを通って空隙空間に流れるように肛門の開口部に合わせられることが望ましい
。第１のトップシートは、装着者の皮膚に密に順応するために種々の弾性パネルを備えて
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もよく、および/または直線状の弾性撚り糸を有してもよい。先行技術のこの領域におい
て、第１のトップシートの物性を最適化するような改良がなされた。そのような最適化は
、装着者に対して、第１のトップシートをより快適にし、使い捨て吸収体単独で装着者の
広い範囲のサイズに適合するのを可能にする。
【００１３】
先行技術の領域にて糞便物を受けるために、中に開孔をもつ吸収体コアを提供するその他
の試みがなされた。開孔が、第１のトップシートの開孔よりも長くおよび細くなるように
扁円形であってもよく、またはダイヤモンド形であってもよい。コア内の開孔は、その縁
の周囲に弾力性のある細片を有する開孔の下に配置してもよい。
【００１４】
先行技術の使い捨て吸収体の様式に対する改良は、さらにスペーサーの添付を含む。スペ
ーサーは、糞便物を受けるための空隙空間を確実に存在させるために、第１のトップシー
トとコアとの間に挿入する。
【００１５】
使い捨ての吸収体の特別な部分に糞便物の移動を限定するバリヤーを提供するために先行
技術の様式において、さらにその他の試みがなされた。バリヤーは、バリヤーの無い同等
の使い捨て吸収体よりも、糞便物の接触を着用者の皮膚のより少ない部分に限定する。
【００１６】
先行技術において、さらにその他の試みは、トップシートの平面から直立しているバリヤ
ーレッグカフを提供している。バリヤーレッグカフは、糞便物が使い捨て吸収体の境界線
を突破することを防ぐ。
【００１７】
糞便物を取扱う試みの例として、１９９０年１月９日に発行のＤｅｓＭａｒａｉｓらの米
国特許第４，８９２，５３６号、１９９０年３月２０日に発行のＡｚｉｚらの米国特許第
４，９０９，８０３号、１９９０年１１月６日に発行のＫｈａｎの米国特許第４，０６８
，３１２号、１９９１年２月５日に発行のＦｒｅｅｌａｎｄの通例に譲渡された米国特許
第４，９９０，１４７号、１９９１年８月６日に発行のＡｌｌｅｎらの通例に譲渡された
米国特許第５，０３７，４１６号、１９９１年１１月５日に発行のＨｏｌｔらの米国特許
第５，０６２，８４０号、１９９２年１２月１５日に発行のＤｒｅｉｅｒらの通例に譲渡
された米国特許第５，１７１，２３６号、および１９９０年２月２８日に発行のＥｎｌｏ
ｅのヨーロッパ特許出願第０，３５５，７４０Ａ２号が挙げられる。
【００１８】
しかしながら、糞便物を取扱うこれらの試みは、幼児、特に授乳される幼児に広く見られ
る低粘性糞便物の問題を解決していない。低粘性糞便物は、装着者による重力および動き
、または圧迫の影響下、使い捨て吸収体内で容易に移動する。
【００１９】
糞便物の移動は、糞便物を使い捨て吸収体の境界線に向かって移動させることが多く、漏
れの可能性を増す。糞便物の移動はまた、装着者の皮膚を糞便物で汚し、洗浄をさらに困
難にする。装着者を洗浄するために、介護従事者は、糞便物に接触した皮膚の全域を拭き
取らねばならず、また一般に相当広い汚れた領域を処理しなければならない。
【００２０】
　低粘性糞便物を取扱う技術における１つの試みは、１９９３年６月１１日にＲｏｅ名で
出願のＷＯ－Ａ－９４／０５９５６号に見られる。本出願は、高トランストップシート透
過性をもつ第１のトップシートを有し、それより低いトランストップシート透過性を有す
る第２のトップシートを重ねている使い捨て吸収体である。
　ＷＯ－Ａ－９７／１８７８３は、複数のチャネルを有する流体分布部を開示している。
【００２１】
したがって、使い捨て吸収体からの糞便物の漏れを減じ、一旦使い捨て吸収体が除去され
た場合、装着者の皮膚に残る低粘性糞便物の量を最小限にする使い捨て吸収体を提供する
ことが本発明の目的である。さらに、糞便物を成分に分離する使い捨て吸収体を提供する
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ことが、本発明の目的である。
【００２２】
（発明の概要）
　本発明は、請求項１による使い捨て吸収体に向けられる。該使い捨て吸収体は、バック
シートおよびバックシートに直接的または間接的に接合される糞便管理部材を備える。該
糞便管理部材は、裏張りおよび繊維シートを備える。該繊維シートは、間隔を空けた接着
位置での裏張りに固定部を有し、および接着位置の間に裏張りから突出するアーチ型部の
シートを有する。複数の追加繊維は、ファイバ繊維の前記アーチ型部の少なくともいくつ
かに連結され、前記追加繊維は、１平方メートルにつき１グラムから１００グラムの間の
基礎重量を有するとともに、前記アーチ型部の高さより短い長さになっている。アーチ型
部を有する繊維シートは、糞便物質をアーチ型部に沿って各繊維内へと速やかに透過させ
る。
【００２３】
（詳細な説明）
本明細書は、本発明と見なされる要旨を特に指摘し明確に請求する請求項をともなうが、
この記述が、同じ符号が実質的に同一の要素を指摘するのに用いられている添付の図面を
参考にした下記の説明からより良く理解されるであろう。
【００２４】
ここで使用されている、用語「吸収体」は、身体の排泄物を吸収し封じ込める装置を言い
、より具体的には、身体から排泄された様々の排泄物を吸収し封じこめる装着者の身体に
対して、または身体に接近して配置される装置を言う。用語「使い捨て」は、ここで一般
的に吸収体として洗濯されたり、そうでなければ復元または再使用されたりすることを意
図しない吸収体を記述するのに使用される（すなわち、それらは、ただ１回の使用後に捨
てられ、そして、好ましくは、環境的に適合性のある手段でリサイクルされるか、堆肥に
されるかまたはそうでなければ処分されることが意図される）。（ここで使用される、用
語「配置される」は、おむつの要素が、おむつの他の要素と共に一体型構造として、また
はおむつの他の要素に接合する別個の要素として特定の場所または位置に形成される（接
合され、位置決めされる）ことを意味するのに使用される。ここで使用される、用語「接
合される」は、それによって要素が、その要素を他の要素に直接的に添付させることによ
って、別の要素に直接的に固定する構成および要素を、他の要素に順に添付される中間部
材に添付することによって、別の要素に間接的に固定する構成を含む。）「一体型」吸収
体とは、ともに一体化された別個の部品から形成されて、統合された全体を形成し、その
結果、それらが、別々のホルダーおよびライナーのような別個の、手で扱う部品を必要と
しない吸収体を言う。
【００２５】
本発明の使い捨て吸収体は、バックシートおよび前記バックシートに接合された糞便管理
部材を備える。本発明の使い捨て吸収体は、バックシートと糞便管理部材の中間に吸収性
コアを備えることが好ましい。
【００２６】
本発明の１つの実施の形態において、使い捨て吸収体は、さらにバックシートに接合され
たトップシートを備える。該トップシートは、糞便管理部材のこの部分が、トップシート
とバックシートとの中間に配置されるように、糞便管理部材の少なくとも一部分を覆って
もよい。該トップシートはまた、糞便管理部材の全体を覆ってもよい。本発明の使い捨て
吸収体は、糞便管理部材とバックシートとの間に配置される吸収性コアを備えることが好
ましい。
【００２７】
本発明の吸収体の好ましい実施の形態は、図１に示される一体型使い捨て吸収体であるお
むつ２０である。ここで用いる、用語「おむつ」とは、下部胴体周辺に幼児および失禁者
によって一般に装着される吸収体を言う。本発明は、失禁用ブリーフ。失禁下着、吸収性
インサート、おむつホルダーおよびライナー、女性用衛生衣類などの他の吸収体にもまた
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適用できる。
【００２８】
図１は、おむつ２０の構造をいっそう明確に示すために、構造の部分を切り取って平らに
広げられた状態での本発明のおむつ２０の平面図である。装着者に面するおむつ２０の部
分が、見る人の方に向けられている。図１に示されるように、おむつ２０は、好ましくは
液体透過性トップシート２４；液体不透過性バックシート２６；少なくともトップシート
２４の一部とバックシート２６との間に位置付けされるのが好ましい吸収性コア２８；ト
ップシート２４と吸収体コア２８との間に位置付けされる糞便管理部材２９；サイドパネ
ル３０、弾性レッグカフ３２；弾性ウェスト部材（ｆｅａｔｕｒｅ）３４；および一般に
４０と示される止め具システムを備えている。前部ウェスト領域３６、前部ウェスト領域
３６に対向する後部ウェスト領域３８、前部ウェスト領域および後部ウェスト領域の間に
位置する股領域３７を有するおむつ２０が、図１に示される。おむつ２０の周辺部は、長
手方向の縁５０が、一般的に、おむつ２０の長手方向の中心線１００に平行に走り、そし
て端縁５２が、おむつ２０の横断方向の中心線１１０に平行である長手方向の縁５０の間
を走る、おむつ２０の外側縁により画定される。
【００２９】
おむつ２０のシャシ２２は、おむつ２０の本体を備える。シャシ２２は、吸収性コア２８
の少なくとも一部を、そして好ましくは、トップシート２４とバックシート２６とを含む
外側カバー層を備える。吸収体が、別個のホルダーおよびライナーを備える場合、シャシ
２２は、一般に、ホルダーおよびライナーを備える。 （例えば、ホルダーは、製品の外
側カバーを形成する１つまたはそれ以上の材料の層を備えていてもよく、ライナーは、ト
ップシート、バックシートおよび吸収性コアを含む吸収性組立て体を備えていてもよい。
このような場合には、ホルダーおよび/またはライナーは、使用の間中、適所にライナー
を保持するのに使用される留め具要素を含んでよい。）一体型吸収体については、シャシ
２２は、複合体おむつ構造を形成するのに加えられた他の特性を有するおむつの主要構造
を備える。トップシート２４、バックシート２６およびシャシ２２は、多様なよく知られ
た形状で組立てることができ、好ましいおむつ形状は、 １９７５年１月１４日に発行さ
れたＫｅｎｎｅｔｈ　Ｂ．Ｂｕｅｌｌの「使い捨ておむつ用の収縮可能側面部分」と題さ
れた米国特許第３，８６０，００３号；１９９２年９月９日に発行されたＢｕｅｌｌの米
国特許第５，１５１，０９２号；および１９９３年６月２２日に発行されたＢｕｅｌｌの
米国特許第５，２２１，２７４号に一般に記載されている。その他の好適なおむつシャシ
のデザインは、１９９６年１０月２９に発行されたＲｏｅらの「多重ゾーン構造弾性様フ
ィルムウェブ延伸性ウェスト部材を有する吸収体」と題された米国特許第５，５６９，２
３２号；１９９６年９月１０日に発行されたＲｏｅらの「多重ゾーン構造弾性様フィルム
ウェブ延伸性ウェスト部材を有する吸収体」と題された米国特許第５，５５４，１４４号
；１９９６年９月１０日に発行されたＲｏｅらの「多重ゾーン構造弾性様フィルムウェブ
延伸性ウェスト部材を有する吸収体」と題された米国特許第５，５５４，１４３号；１９
９６年９月１０日に発行されたＲｏｅらの「多重ゾーン構造弾性様フィルムウェブ延伸性
ウェスト部材を有する吸収体」と題された米国特許第５，５５４，１４５号；１９９６年
９月１７日に発行されたＲｏｅらの「多重ゾーン構造弾性様フィルムウェブ延伸性ウェス
ト部材を有する吸収体」と題された米国特許第５，５５６，３９４号に開示されている。
これらの引用文献の各々は、参照してここに組込まれる。
【００３０】
バックシート２６は、一般に吸収性コア２８の面４５に面する衣類に隣接して位置付けさ
れているおむつ２０の一部であり、そこに吸収され封じこめられた排泄物を、べッドシー
トおよび下着などおむつ２０と接触する可能性のある製品を汚すことから防ぐ。好ましい
実施の形態では、バックシート２６は、液体（例えば、尿）に不透過性であり、そして約
０．０１２ｍｍ（０．５ミル）～約０．０５１ｍｍ（２．０ミル）の厚みを有する熱可塑
性フィルムのような薄いプラスチックフィルムを備える。好適なバックシートフィルムは
、インディアナ州テレホート（Ｔｅｒｒｅ　Ｈａｕｔｅ）のトレデガー社（Ｔｒｅｄｅｇ
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ａｒ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｉｎｃ．）によって製造され、商品名Ｘ１５３０６、Ｘ１
０９６２およびＸ１０９６４として販売されるものを含む。その他の好適なバックシート
材料は、蒸気が、おむつ２０から逃がす一方で、さらに排泄物がバックシート２６を通過
することも防ぐ通気性材料が挙げられる。例示の通気性材料は、織布ウェプ、不織布ウェ
ブのような材料、フィルム被覆不織布ウェブのような複合材料、および名称エスポワール
ノー（ＥＳＰＯＩＲ　ＮＯ）として日本国の三井東圧（Ｍｉｔｓｕｉ　Ｔｏａｔｓｕ　Ｃ
ｏ．，）によって、および名称エクサイレ（ＥＸＸＡＩＲＥ）としてテキサス州ベイ・シ
ティーのエクソンケミカル社（ＥＸＸＯＮ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．，）によって製造
されるような多孔性フィルムを挙げることができる。ポリマー混合物を備える好適な通気
性複合材料は、名称ハイトレル（ＨＹＴＲＥＬ）ブレンドＰ１８－３０９７としてオハイ
オ州シンシナテイのクロペイ社（Ｃｌｏｐａｙ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）から入手可能
である。このような通気性複合材料は、１９９５年６月２２日にＥ．Ｉ．ＤｕＰｏｎｔの
名前で公開されたＰＣＴ出願番号第Ｗ０９５/１６７４６号、および１９９６年１１月６
日にＣｕｒｒｏの名前で出願された、共に係属中の米国特許出願番号第０８/７４４，４
８７号により詳細に記述されている。不織布ウェブおよび開孔成形フィルムを含む他の通
気性バックシートは、１９９６年１１月５日にＤｏｂｒｉｎらに発行された米国特許第５
，５７１，０９６号に記述される。これらの引用文献の各々は、ここに参照して組込まれ
る。
【００３１】
バックシート２６、あるいはその任意の部分は、１つまたはそれ以上の方向に弾性の延伸
性があってよい。１つの実施の形態では、バックシート２６は、構造性の弾性様フィルム
（「ＳＥＬＦ」）ウェブを備えてよい。構造性の弾性様フィルムウェブは、追加の弾性材
料を使用することなしに、延伸の方向での弾性様挙動を示す延伸性材料である。ＳＥＬＦ
ウェブは、少なくとも２つの連続する、異なった、および非類似の領域を有する引張り可
能な網状構造を含む。好ましくは、その領域の内の１つが、他の領域の実質部分が、加え
られる延伸に対して目立った抵抗力を示す前に、予め決定された軸に平行の方向で加えら
れる軸の延伸に関して抵抗力を示すように構成される。少なくとも領域の１つは、材料が
、非張力条件下にある間、測定時、他の領域のものより大きい予め決定された軸に実質的
に平行な表面通路の長さを有する。より大きな表面通路の長さを示す領域は、他の領域の
平面を越えて延伸する１つまたはそれ以上の変形を含む。ＳＥＬＦウェプは、予め決定さ
れた軸に平行な方向において加えられた延伸にかけられた場合、少なくとも１つの予め決
定された軸に沿って延伸する制御された抵抗力の少なくとも２つのかなり異なる段階を示
す。ＳＥＬＦウェブは、このウェブの延伸がその領域の実質的な部分により長い表面通路
の長さを持たせて、加えられた延伸の平面に入ってくるのに十分になるまでは、加えられ
た延伸に対して第１の抵抗力を示し、その上、ＳＥＬＦウェブは、さらなる延伸に対して
は第２の抵抗力を示す。延伸に対する総抵抗力は、第１の領域によって供される延伸に対
する第１の抵抗力よりも大きい。本発明に好適なＳＥＬＦウェブは、１９９６年５月２１
日にＣｈａｐｐｅｌｌらにより発行された弾性様挙動を示すウェブ材料と題された米国特
許第５，５１８，８０１号にさらに完全に記述されており、それは、参照してここに組込
まれる。別の実施の形態では、バックシート２６は、エラストマーフィルム、フォーム、
撚り糸または不織布または合成フィルムを有するこれらまたは他の好適な材料を備えても
よい。
【００３２】
バックシート２６は、当業界で知られた任意の付着手段によって、トップシート２４、吸
収性コア２８またはおむつ２０の任意の他の要素に接合しうる。例えば、付着手段は、接
着剤の均一連続層、接着剤のパターン化層、または分離列の配列線、螺旋、またはスポッ
トを含みうる。１つの好ましい付着手段は、１９８６年３月４日に、Ｍｉｎｅｔｏｌａら
に発行された「使い捨て排泄物包含衣類」と題された米国特許第４，５７３，９８６号に
開示されるような接着剤フィラメントのオープンパターン網状構造体を備える。他の好適
な付着手段は、１９７５年１０月７日にＳｐｒａｇｕｅ、Ｊｒ．に発行された米国特許第
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３，９１１，１７３号；１９７８年１１月２２日にＺｉｅｃｋｅｒらに発行された米国特
許第４，７８５，９９６号；および１９８９年６月２７日にＷｅｒｅｎｉｃｚに発行され
た米国特許第４，８４２，６６６号に示される装置および方法によって例示されるように
、螺旋パターンに巻かれたいくつかの接着剤フィラメントを含む。これらの特許の各々は
、参照してここに組込まれる。満足されることが分かっている接着剤は、ミネソタ州セン
ト・ポールのエイチ・ビー・フラー社（Ｈ．Ｂ．Ｆｕｌｌｅｒ　Ｃｏｍｐａｎｙ）によっ
て製造され、そしてＨＬ－１２５８として市販されている。他に、付着手段は、熱接着、
圧着、超音波接着、動的機械的接着、または当業界で知られるような任意の他の好適な付
着手段またはこれらの付着手段の組み合わせを備えてもよい。
【００３３】
トップシート２４は、好ましくは吸収性コア２８の体表面４７に隣接して配置され、そし
て当業界で知られる任意の付着手段によって、そこに接合させ、および / またはバック
シート２６に結合させることができる。好適な付着手段は、バックシート２６をおむつ２
０の他の要素に接合させる手段に関して上記されている。本発明の１つの好ましい実施の
形態では、トップシート２４およびバックシート２６は、ある位置で互いに直接接合され
、そしてそれらをおむつ２０の他の要素に直接接合させることによって、他の位置で互い
に間接的に接合される。
【００３４】
トップシート２４は、好ましくは柔軟で、感触が柔らかく、装着者の皮膚に刺激を与えな
い。さらに、少なくともトップシート２４の一部は、液体がその厚みを通して容易に透過
できる液体透過性である。好適なトップシート２４は、多孔性フォーム、網状化フォーム
、開孔プラスチックフィルム、または天然繊維（例えば、木材もしくは綿繊維）の織布も
しくは不織布ウェブ、合成繊維（例えば、ポリエステルもしくはポリプロピレン繊維）の
織布もしくは不織布ウェブ、または天然および合成繊維の組み合わせの織布、または不織
布ウェブのような広範な材料から製造され得る。吸収性組立て体が繊維を含む場合、繊維
は、スパンボンド（ｓｐｕｎｂｏｎｄ）、カード（ｃａｒｄｅｄ）、ウェットレイ（ｗｅ
ｔ－ｌａｉｄ）、メルトブロウン（ｍｅｌｔｂｌｏｗｎ）、ハイドロエンタングル（ｈｙ
ｄｒｏｅｎｔａｎｇｌｅｄ）されるか、またはそうでなければ当業界で知られているよう
な処理をされていてもよい。好適なトップシートはまた、開孔を備えてもよく、開孔は少
なくとも０．２ｍｍ２のサイズを有することが好ましい。主要な長さのポリプロピレン繊
維のウェブを備える１つの好適なトップシート２４は、名称Ｐ－８として、マサチューセ
ッツ州ウオルポール（Ｗａｌｐｏｌｅ）のインターナショナル・ペーパー・カンパニー（
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｐａｐｅｒ　Ｃｏｍｐａｎｙ）の一部門であるベラテック
社（ｖｅｒａｔｅｃ　Ｉｎｃ．，）によって製造される。
【００３５】
好適な成形フィルムトップシートは、１９７５年１２月３０日にＴｈｏｍｐｓｏｎに発行
された「先細り毛細管を有する吸収性構造」と題された米国特許第３，９２９，１３５号
；１９８２年４月１３日にＭｕｌｌａｎｅらに発行された「汚れ耐性トップシートを有す
る使い捨て吸収体」と題された米国特許第４，３２４，２４６号；１９８２年８月３日に
Ｒａｄｅｌらに発行された「繊維様特性を示す弾性プラスチックウェブ」と題された米国
特許第４，３４２，３１４号；１９８４年７月３１日にＡｈｒらに発行された「可視光沢
面および布様触質印象を示す巨視的拡大三次元プラスチックウェブ」と題された米国特許
第４，４６３，０４５号；および１９９１年４月９日にＢａｉｒｄに発行された「多層ポ
リマーフィルム」の米国特許第５，００６，３９４号に記述されている。他の好適なトッ
プシート３０は、それぞれ、１９８６年９月２日および１９８６年１２月１６日にＣｕｒ
ｒｏらに発行された米国特許第４，６０９，５１８号および第４，６２９，６４３号によ
って作成され、そしてその両方は、参照してここに組込まれる。このような成形フィルム
は、「ドライウイーブ（ＤＲＩ-ＷＥＡＶＥ）」としてオハイオ州シンシナテイのプロク
ター・アンド・ギャンブル社および、「ＣＬＩＦＦ-Ｔ」としてインディアナ州テール・
ホート（Ｔｅｒｒｅ　Ｈａｕｔｅ）のトレデガー社（Ｔｒｅｄｅｇａｒ　Ｃｏｒｐｏｒａ
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ｔｉｏｎ）から入手可能である。
【００３６】
好ましくは、トップシート２４は、装着者の皮膚を吸収性コア２８に含まれる液体から分
離するために、疎水性材料から製造されるか、または疎水性に処理される。トップシート
２４が疎水性材料から製造される場合、好ましくは少なくともトップシート２４の上側表
面は、親水性に処理されて、その結果、液体はより迅速にトップシートから移動する。こ
れは、体の排泄物が、トップシート２４を通り抜け、吸収性コア２８によって吸収される
より、むしろトップシート２４から流れ出る可能性を減少させる。トップシート２４は、
それを界面活性剤で処理することによって、または界面活性剤をトップシートに組込むこ
とによって、親水性にさせることができる。トップシート２４を界面活性剤で処理する適
切な方法は、トップシート２４を界面活性剤と共にスプレーすること、および材料を界面
活性剤に浸すことを含む。このような処理および親水性のより詳細な検討は、１９９１年
１月２９日にＲｅｉｓｉｎｇらに発行された「多層吸収層を有する吸収体」と題された米
国特許第４，９８８，３４４号および１９９１年１月２９日にＲｅｉｓｉｎｇらに発行さ
れた「急速捕捉吸収性コアを有する吸収体」と題された米国特許第４，９８８，３４５号
に含まれる。界面活性剤をトップシートに組込むいくつかの適切な方法のさらに詳細な検
討は、Ａｚｉｚらの名前で１９９７年７月１日に公開された米国衛生用品発明登録番号Ｈ
１６７０号に見ることができる。これらの引用文献の各々は、参照してここに組込まれる
。
【００３７】
本発明の実施の形態では、トップシート２４は、糞便管理部材２９を備える。この場合、
糞便管理部材２９は、トップシートの全長に亘って延伸してもよく、後部ウェスト領域な
どのトップシートの領域だけに延伸してもよい。
【００３８】
トップシート２４の任意の部分は、当業界で知られるようなローションで被覆することが
できる。好適なローションの例としては、１９９７年３月４日に発行された「エモリエン
トおよびポリオールポリエステル固定化剤を含有するローション化されたトップシートを
有する使い捨て吸収体」と題されたＲｏｅによる米国特許第５，６０７，７６０号；１９
９７年３月１１日に発行された「液体ポリオールポリエステルエモリエントおよび固定化
剤を備えるローション化されたトップシートを有するおむつ」と題されたＲｏｅによる米
国特許第５,６０９,５８７号;１９９７年６月３日に発行された「ポリシロザンエモリエ
ントを含有するローションされたトップシートを有するおむつ」と題されたＲｏｅらによ
る米国特許第５，６３５，１９１号；および１９９７年７月１日に発行された「ローショ
ン化されたトップシートを有するおむつ」と題されたＲｏｅらによる米国特許第５，６４
３，５８８号に記述されるものを含む。トップシートはまた、抗菌剤を含むか、または処
理されていてもよく、その幾つかの例としては、Ｊｏｈｎｓｏｎの名前で、１９９５年９
月１４日に公表された「臭気制御のためのトップシートに抗菌剤を含有する吸収体」と題
されたＰＣＴ公報のＷＯ第９５/２４１７３号に開示されている。さらに、トップシート
２４、バックシート２６、またはトップシートまたはバックシートの任意の部分は、エン
ボス加工および/またはマット仕上げされ、より布様の外観を供することができる。
【００３９】
吸収性コア２８は、一般に、圧縮でき、柔軟で、装着者の皮膚に対して刺激がなく、そし
て尿および他のある種の体の排泄物などの液体を吸収し、そして保持する能力の任意の吸
収性材料を備えることができる。吸収性コア２８は、広範なサイズおよび形状（例えば、
矩形、砂時計形、「Ｔ」形、非対称など）で製造することができ、そして一般にエアフェ
ルトと呼ばれる、微粉砕木材パルプのような使い捨ておむつおよび他の吸収体に一般に使
用される広範な液体吸収性材料を備えることができる。他の適切な吸収性材料の例として
は、クレープセルロースワッディング（ｃｒｅｐｅｄ　ｃｅｌｌｕｌｏｓｅ　ｗａｄｄｉ
ｎｇ）；コフォーム（ｃｏｆｏｒｍ）を含むメルトブローポリマー（ｍｅｌｔｂｌｏｗｎ
　ｐｏｌｙｍｅｒ）；化学的剛性化、変性化または架橋化セルロース性繊維；ティッシュ
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ラップおよびティッシュラミネートを含むティッシュ；吸収性フォーム；吸収性スポンジ
；超吸収性ポリマー；吸収性ゲル化材料；またはいずれかの他の公知の吸収性材料、また
は材料の組み合わせを含む。
【００４０】
吸収性コア２８の形状および構造は、変化してもよい（例えば、吸収性コアまたは他の吸
収性構造は、変化するキヤリパーゾーン、親水性勾配、超吸収勾配、または低い平均密度
および低い平均坪量捕捉ゾーンを有することができるか、または１つまたはそれ以上の層
または構造を備えることができる）。しかし、吸収性コア２８の総吸収容量は、おむつ２
０の設計負荷および意図される使用に対する適合性が必要である。
【００４１】
吸収性組立て体として使用するための例示の吸収構造は、１９８６年９月９日にＷｅｉｓ
ｍａｎらに発行された「高密度吸収構造」と題された米国特許第４，６１０，６７８号；
１９８７年６月１６日にＷｅｉｓｍａｎらに発行された「二重層コアを有する吸収体」と
題された米国特許第４，６７３，４０２号；１９８９年５月３０日にＡｌｅｍａｎｙらに
発行された「低密度および低い坪量捕捉ゾーンを示す高密度吸収性部材」と題された米国
特許第４，６１０，６７８号；１９８９年１２月１９日にＡｎｇｓｔａｄｔに発行された
「ダスチング層を有する吸収性コア」と題された米国特許第４，８８８，２３１号；１９
９２年８月１１日にＨｅｒｒｏｎらに発行された「個別されたポリカルボン酸架橋木材パ
ルプセルロース繊維を含有する吸収性コア」と題された米国特許第５，１３７，５３７号
；および１９９２年９月１５日にＹｏｕｎｇらに発行された「失禁管理用の高効率の吸収
体」と題された米国特許第５，１４７，３４５号；１９９４年８月３０日にＲｏｅに発行
された「低粘度の糞便材料用の使い捨て吸収体」と題された米国特許第５，３４２，３３
８号に記述されている。これらの特許の各々は、ここに参照して組み込まれる。
【００４２】
　図２は、一般に参照番号２９により示される、本発明による糞便管理部材の実施の形態
を図解する。一般に、糞便管理部材２９は、正面および後部の主要面１２３および１２４
を有する熱可塑性裏張り層１２２（例えば、ポリプロピレンの）を好ましくは備える裏張
り１２０、および裏張り層１２２の正面から接着位置１２８の間で連続した列で突出し、
ループ材料１１８のシートを横断して延伸している繊維シート１２６のアーチ型部１３０
を有する正面１２３に沿って、一方向に連続し、間隔を空けて延長した、概して平行な接
着位置１２８において、裏張り層１２２に埋め込まれて接着している、概して変形されて
いない固定部１２７を有する、特に形成された線維シート１２６の中に長手方向に配向し
た複数の繊維を有するループ材料１１８のシートである。繊維シート１２６のアーチ型部
１３０は、追加繊維１９０を備え、裏張り層１２２からの概して均一な高さが、約０．５
ミリメートルを超え、好ましくは、約１．０ミリメートルを超え、形成された繊維シート
１２６の高さは、少なくとも接着位置１２８の間の距離の少なくとも３分の１、好ましく
は２分の１から１．５倍であり、繊維シート１２６の各々の繊維のサイズは、２５デニー
ル未満（好ましくは、１から１０デニールの範囲）であり、裏張り１２０無しの繊維シー
ト１２６の基礎重量は、第１の面１２３に沿っての測定で、１平方メートル当たり５から
３００グラム（好ましくは、１平方メートル当たり１５から１００グラム）であり、アー
チ型部１３０に沿って、繊維シート１２６の繊維間に十分な開き領域（すなわち、約１０
パーセントから９０％の間の開き領域）を供し、糞便物質をアーチ型部１３０に沿って各
繊維内へと速やかに透過させ得る。
【００４３】
裏張り１２０として使用する好適な材料は、限定されないが、熱可塑性フィルム、多孔性
フィルム、開孔フィルム、開孔成形フィルム、非開孔成形フィルム、不織布ウェブ、限定
されないが、細孔フィルム、開孔不織布ウェブ、スクリム等を含む通気性フィルムなどの
通気性材料などを含む。
【００４４】
ここで使用される用語「スクリム」は、第１の方向に走る、少なくとも実質的に２本の平
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行な繊維または撚り糸、および第２の方向に走る、少なくとも実質的に２本の平行な繊維
または撚り糸を備える繊維または撚り糸の網状構造を言う。第１の方向に走る少なくとも
何本かの繊維または撚り糸は、第２の方向に走る少なくとも何本かの繊維または撚り糸と
各交差点で連結している。第１方向と第２方向との間の角度は、少なくとも３０°であり
、好ましくは４５°、より好ましくは６０°、最も好ましくは９０°である。スクリムは
、種々の形、組成、寸法の繊維または撚り糸を備えてもよい。
【００４５】
裏張りは、熱可塑性ポリマーから作られることが好ましい。裏張り１２０は、０．００１
２５センチメートルから０．０２５センチメートルの範囲の厚みを有する比較的薄い層で
あることが好ましい。
【００４６】
　追加繊維１９０は、熱接着または接着剤接着の何れかによって、繊維シート１２６に接
合される。追加繊維１９０を繊維シートに付着させる好適な方法は、追加繊維を繊維シー
ト１２６にメルトブロウンするか、または追加繊維１９０を繊維シート１２６に張りつけ
るかである。追加繊維１９０は、繊維シート１２６全体に張りつけてもよいし、または繊
維シート１２６の一部分だけに張りつけてもよいが、この部分は、少なくとも幾つかのア
ーチ型部１３０を含む。
【００４７】
　追加繊維１９０の長さは、裏張りの上方にあるアーチ型部１３０の高さより低くなって
いる。追加繊維１９０の基礎重量は均一でもよく、また繊維シートの部分によって変化し
てもよい。追加繊維の基礎重量は、１平方メートルにつき１グラムから、１平方メートル
につき１００グラムの間となっている。
【００４８】
　多くの種々のタイプの追加繊維１９０が本発明の使用に好適である。好適な追加繊維１
９０には、天然繊維（変性または未変性）と共に合成繊維も挙げられる。好適な未変性/
変性天然繊維には、綿、エスパルトグラス（Ｅｓｐａｒｔｏ ｇｒａｓｓ）、バガス、麻
、亜麻、絹、ウール、木材パルプ、化学的改良木材パルプ、ジュート、レーヨン、エチル
セルロース、酢酸セルロースが挙げられる。好適な合成繊維は、ポリエチレン（例えば、
パルペックス（ＰＵＬＰＥＸ（商標）））または、ポリプロピレンなどのポリオレフィン
、ナイロンなどのポリアミド、ダクロン（ＤＡＣＲＯＮ（商標））またはコーデル（ＫＯ
ＤＥＬ（商標））などのポリエステル、ポリエチレンテレフタレート、ポリ塩化ビニル、
ポリフッ化ビニル、ポリテトラフロロエチレン、ポリ塩化ビニリデン、オルロン（ＯＲＬ
ＯＮ（商標））などのポリアクリル類、ポリ酢酸ビニル、ポリエチルビニルアセテート、
不溶性もしくは可溶性ポリビニルアルコール、ポリウレタン、ポリスチレンなどから製造
することができる。追加繊維は、天然繊維だけで、合成繊維だけで、または天然繊維と合
成繊維の任意の調和し得る組み合わせを含んでもよい。
【００４９】
　追加繊維１９０は、ポリエステル、ポリアミド、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ
エチレンテレフタレートの群から選ばれることが好ましい。これらの繊維は、弾性、耐久
性、変換の容易さ、コストなどの原料物性の組み合わせが好ましいため、糞便管理部材に
広く使用されてきた。
【００５０】
繊維シート１２６の繊維は、平行な接着位置１２８に関して種々の方向に配置することが
でき、アーチ型部１３０の交差点で互いに接着されても、されなくてもよい。すなわち、
繊維は、繊維シート１２６の大多数の繊維（すなわち、８０パーセントまたは９０％以上
）を有する平行な接着位置１２８に関して、種々の方向に配置することができ、接着位置
１２８にほぼ直角方向に延伸する。または、繊維シート１２６の全ての個々の繊維は間隔
を開けた、概して平行な接着位置１２８に、概して直角方向に延伸することができる。
【００５１】
繊維シート１２６は、裏張り１２０の親水性よりも小さな親水性を有することが好ましい
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。好ましい実施の形態では、繊維シートそれ自体は、アーチ型部１３０が接着位置１２８
の親水性よりも小さな親水性を有するような親水性勾配を有する。この形態においても、
繊維シート１２６の接着位置１２８は、裏張り１２０の親水性よりも小さな親水性を有す
ることが好ましい。
【００５２】
好ましくは、糞便管理部材２９は、糞便物質の速やかな透過を可能にする糞便管理部材２
９の開口を保持するために、最小の広がりでトップシート２４に固定される。より好まし
くは、糞便管理部材２９は、トップシート２４に全く固定されずに糞便管理部材２９の開
口を保持し、さらにトップシート２４を糞便管理部材２９から分離することを可能にし、
使い捨て吸収体の中にさらに空隙空間を作る。しかし、糞便管理部材２９は、自由に動き
回ることを防ぐために、おむつ２０の中に固定される必要があることが認識される。糞便
管理部材２９の端は、下にある吸収性コア２８に直接固定されることが好ましい。糞便管
理部材２９は、当業界に知られた任意の接着手段によって、吸収性コア２８に接合されて
もよい。例えば、接着手段は、接着剤の均一連続層、接着剤のパターン化層、または接着
剤の分離列の配列、螺旋、またはスポットを含み得る。１つの好ましい取り付け手段は、
１９８６年３月４日に、Ｍｉｎｅｔｏｌａらに発行された「使い捨て排泄物包含衣類」と
題された米国特許第４，５７３，９８６号に開示されるような接着剤フィラメントのオー
プンパターン網状構造体を備える。他の好適な接着手段は、１９７５年１０月７日にＳｐ
ｒａｇｕｅ、Ｊｒ．に発行された米国特許第３，９１１，１７３号；１９７８年１１月２
２日にＺｉｅｃｋｅｒらに発行された米国特許第４，７８５，９９６号；および１９８９
年６月２７日にＷｅｒｅｎｉｃｚに発行された米国特許第４，８４２，６６６号に示され
る装置および方法によって例示されるように、螺旋パターンに巻かれたいくつかの接着剤
フィラメントを含む。これらの特許の各々は、参照してここに組込まれる。満足されるこ
とが分かっている接着剤は、ミネソタ州セント・ポールのエイチ・ビー・フラー社（Ｈ．
Ｂ．Ｆｕｌｌｅｒ　Ｃｏｍｐａｎｙ）によって製造され、そしてＨＬ－１２５８として市
販されている。他に、接着手段は、熱接着（ｈｅａｔ　ｂｏｎｄｓ）、圧着（ｐｒｅｓｓ
ｕｒｅ　ｂｏｎｄｓ）、超音波接着（ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　ｂｏｎｄｓ）、動的機械的
接着（ｄｙｎａｍｉｃ　ｍｅｃｈａｎｉｃａｌ　ｂｏｎｄｓ）、または当業界で知られる
ような任意の他の好適な接着手段またはこれらの接着手段の組み合わせを備えてもよい。
特に好ましい接着手段は、繊維シート１２６の親水性よりも大きな親水性を有する、より
好ましくは、裏張り１２０の親水性よりも大きな親水性を有する接着剤である。
【００５３】
本発明の糞便管理部材のアーチ型部は、表面被覆剤を備えてもよい。ここで用いられる用
語「表面被覆剤」とは、繊維シートのアーチ型部表面の少なくとも一部を被覆する任意の
物質または組成物を言う。
【００５４】
好ましくは、本発明の表面被覆剤は、シリコーン含有組成物および/または油含有組成物
である。他の好適な表面被覆剤は、制限されないが、フロロポリマー（例えば、テフロン
（ＴＥＦＬＯＮ（商標））の商品名で市販されるポリテトラフロロエチレン（ＰＴＦＥ）
）およびクロロフロロポリマーなどのフッ化材料が挙げられる。本発明の表面被覆剤とし
て好適と判明している他の材料は、ラテックス類、パラフィン類などが挙げられる。
【００５５】
本発明に好適なシリコーン含有組成物は、シルオフ（Ｓｙｌ－Ｏｆｆ）７６７７の商品名
で米国ミシガン州ミッドランドのダウコーニング社から入手できるシリコーン放出被覆剤
（ｓｉｌｉｃｏｎｅ　ｒｅｌｅａｓｅ　ｃｏａｔｉｎｇ）があり、それに対し、シルオフ
（Ｓｙｌ－Ｏｆｆ）７０４８として入手できる架橋剤を、好ましくはそれぞれ１００部対
１０部の割合で加える。他の好適なシリコーン含有組成物は、ＵＶ９３００およびＵＶ９
３８０Ｃ－Ｄ１の商品名で、米国ニューヨーク州ウオーターフォードのジェネラルエレク
トリック社のシリコーン製品部門から市販される２種のシリコーンのブレンドを、それぞ
れが、好ましくは１００重量部対２．５重量部の割合で備えるＵＶ硬化性シリコーンがあ
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る。
【００５６】
好適な油含有組成物の例としては、１９９７年３月４日に発行された「エモリエントおよ
びポリオールポリエステル固定化剤を含有するローション化されたトップシートを有する
使い捨て吸収体」と題されたＲｏｅによる米国特許第５，６０７，７６０号；１９９７年
３月１１日に発行された「液体ポリオールポリエステルエモリエントおよび固定化剤を備
えるローション化されたトップシートを有するおむつ」と題されたＲｏｅによる米国特許
第５,６０９,５８７号;１９９７年６月３日に発行された「ポリシロザンエモリエントを
含有するローションされたトップシートを有するおむつ」と題されたＲｏｅらによる米国
特許第５，６３５，１９１号；および１９９７年７月１日に発行された「ローション化さ
れたトップシートを有するおむつ」と題されたＲｏｅらによる米国特許第５，６４３，５
８８号に記述されるものが挙げられる。油含有組成物は、マイクロカプセル化されるよう
に意図される使用時のみに放出されるような方法でもまた展開されてもよい。
【００５７】
糞便管理部材２９は、おむつ２０の後部ウェスト領域３８に配置されることが、図１に示
される。少なくとも後部ウェスト領域３８に糞便管理部材２９を配置することにより、糞
便管理部材２９がおむつ２０の上に排泄される糞便物の管理に最も効果的であり得る装着
者の肛門と直線状に配列される。しかし、糞便管理部材２９は、股領域３７へと延伸して
もよい。糞便管理部材２９はまた、おむつ２０の前部ウェスト領域３６へと延伸してもよ
い。幾つかの実施の形態において、おむつ２０の長手方向全体に沿って糞便管理部材２９
を延伸させることが、また望ましいことと思われる。
【００５８】
少なくとも後部ウェスト領域３８に糞便管理部材２９を配置することに加えて、後部ウェ
スト領域３８の中に配置されるトップシート２４の部分が低粘性糞便物を扱うために十分
に開いた面積を有することが、また望ましい。
【００５９】
低粘性糞便物の取り扱いを最も効果的にするために、糞便管理部材は、ロフト化開放構造
をもつ必要がある。この構造の重要な要素は、裏張り１２０からの繊維シート１２６のア
ーチ型部１３０の高さである。上記のように繊維シート１２６のアーチ型部１３０は、一
般に約０．５ミリメートルよりも大きな、好ましくは約１．０ミリメートルよりも大きな
、裏張り１２０からの均一な高さを有する。さらに大きな高さであれば低粘性糞便物の扱
いは優れであろうが、例えば５．０センチメートルのような高さは、装着者に不快を生じ
させると思われる望ましくない嵩高さをおむつに生じさせることになるであろう。
【００６０】
他の重要な成分は、糞便管理部材の弾性であり、より具体的には、繊維シート１２６の弾
性である。開口を維持するために、繊維シート１２６は、包装力および装着者により加え
られた力に抵抗する十分な弾性をもつ必要がある。好ましくは、繊維シート１２６は、１
００ｇ/ｃｍ２の加圧下３０秒後、少なくとも５０％の弾性を有し、より好ましくは、１
００ｇ/ｃｍ２の加圧下３０秒後、少なくとも７５％の弾性を有し、最も好ましくは、繊
維１２６が、１００ｇ/ｃｍ２の加圧下３０秒後、少なくとも８５％の弾性を有する。
【００６１】
固定部１２７は、約０．２ミリメートルから約２０ミリメートルの寸法を有する平面の円
が、そこに内接されてもよいそのような寸法が好ましく、より好ましくは、固定部１２７
は、約０．２ミリメートルから約１０ミリメートルの寸法を有する平面の円が、そこに内
接されてもよいそのような寸法が好ましく、および最も好ましくは、固定部１２７は、約
０．２ミリメートルから約５ミリメートルの寸法を有する平面の円が、そこに内接されて
もよいそのような寸法が好ましい。
【００６２】
図３は、図２に示された本発明における糞便管理部材２９の実施の形態の略側面図である
。繊維シート１２６は、糞便管理部材２９の少なくとも幾つかのアーチ形部に接合される
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追加繊維１９０を備える。
【００６３】
図４は、本発明における糞便管理部材２９の第２の実施の形態における略側面図である。
繊維シート１２６は、繊維シート１２６に接合される追加繊維１９０を備える。
【００６４】
図５は、糞便管理部材２９を形成する方法と装置の略式図である。図５に図解された方法
は、長手方向に配向されたポリマー繊維を繊維シート１２６に形成し、繊維シート１２６
の間隔を空けた概して平行な固定部１２７から同一方向に突出するアーチ型部１３０を有
するように繊維シート１２６を形成し、裏張り１２０の前面１２３から突出する繊維シー
ト１２６の間隔を空けた概して平行な固定部１２７を接着することを一般に備える。この
方法は、第１および第２の加熱された波形化部材、すなわち各々が軸を有するローラー２
２６および２２７を供し、円周に間隔を空けて概して軸状に延伸する複数の畝２２８を含
み、外面を有する畝２２８でその周囲を定め、かみ合わせられた畝２２８間に繊維シート
１２６とかみ合うような関係で、他の波形化部材２２６または２２７の畝２２８の部分を
受けるように、また、畝２２８と波形化部材の空間との間にギア歯の様式で回転のかみ合
いを供するように構成された畝２２８の間に間隔を定めることにより実施される。波形化
部材２２６および２２７は、概してギア歯の様式でかみ合う波形部化材２２６および２２
７の畝部分２２８に軸に平行な関係で据えつけられ；波形化部材２２６または２２７の少
なくとも１つが回転し；および繊維シート１２６は、概して繊維シート１２６を第１の波
形部材２２６の外周に適合させるように、および繊維シート１２６のアーチ型部１３０を
、第１の波形化部材２２６の畝２２８と繊維シート１２６の概して平行な固定部１２７と
の間の空間に、第１の波形化部材２２６上の畝２２８の外面に沿って形成するように、波
形化部材２２６および２２７のかみ合わせた畝部２２８の間に送り込まれる。形成された
繊維シート１２６は、かみ合わされた畝部２２８を通って移動した後、第１の波形化部材
２２６の外周に沿って維持される。ダイス２４０から第１の波形化部材２２６の外周上の
繊維シート１２６と冷却ロールとの間のニップに溶解した状態で、熱可塑性裏張り層１２
０（例えば、ポリプロピレン）を押し出すことにより熱可塑性裏張り層１２０が形成され
、また第１の波形化部材２２６上の畝部２２８の末端表面上で繊維シート１２６の固定部
１２７に接着され、その後、糞便管理部材２９は、第１の波形化部材２２６から分離され
、冷却ロール２５０の周囲および冷却ローラーとピンチローラー２６０との間のニップを
通って部分的に運ばれて、熱可塑性裏張り層１２０の冷却および凝固は完了する。ピンチ
ローラー２６０を通過後、表面被覆剤１９２を、表面被覆装置２９０により繊維シート１
２６のアーチ型部１３０に塗布する。好適な表面被覆装置は、当業界に知られているが、
好ましくは、表面被覆装置は、ロールコーター（ｒｏｌｌ　ｃｏａｔｅｒ）、キスコータ
ー（ｋｉｓｓ　ｃｏａｔｅｒ）、スプレイコーター（ｓｐｒａｙ　ｃｏａｔｅｒ）、グラ
ビアコーター（ｇｒａｖｕｒｅ　ｃｏａｔｅｒ）、ブレードコーター（ｂｌａｄｅ　ｃｏ
ａｔｅｒ）、またはスロット開口コーター（ｓｌｏｔ　ｏｒｉｆｉｃｅ　ｃｏａｔｅｒ）
の群から選ばれる。
【００６５】
波形化部材２２６と２２７のかみ合わされた畝部２２８の間に送り込まれた繊維シート１
２６は、分布された織り糸の形状をとることができ、その結果、波形化部材２２６と２２
７のかみ合わせた畝２２８の間に送り込まれた繊維シート１２６中の繊維が、繊維シート
１２６の幅にわたって均一に分布され、全てが、波形化部材２２６と２２７の軸に概して
垂直に延伸されるか、または繊維シート１２６中の繊維は、不織布ウェブまたはシートと
してランダムに配向して分布させることができる。繊維間の摩擦を除いて、内部接着の無
いランダムに配向された繊維１２６のような不織布シートは、図解するように、カード機
２７０を用いて緩んだ繊維から形成でき、ランダムに配向された繊維１２６の不織布シー
トは、カード機２７０から波形化部材２２６と２２７の間のニップに送られるように十分
に完全性を有し（必要ならば、支持を助け、またランダムに配向された繊維１２６の不織
布シートを導くために備えることができるコンベヤー（示されていないが）が使用される
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）、好ましくは、第１の波形化部材２２６は、荒仕上げを有し（例えば、砂送風により形
成される）、第２の波形化部材２２７は、滑らかな磨き仕上げを有し、および第１の波形
化部材２２６は、第２の波形化部材２２６の温度よりも僅かに上の温度に加熱されて、不
織布の繊維シート１２６は、好ましくは、第１の波形化部材２２６の表面に沿い続け、波
形化部材２２６と２２７の間のニップを通過後、第１の波形化部材と冷却ローラー２５０
との間のニップに運ばれる。追加繊維は、ユニット２９０の手段により、繊維シート１２
６の少なくともアーチ型部１３０に接合される。好適なユニット２９０は、追加繊維１９
０を繊維シート１２６上にメルトブロウするユニットとなり得る。別途に、ユニット２９
０は、繊維シート１２６上に追加繊維１９０を張ることができよう。
【００６６】
このような繊維シート１２６が送り込まれるように構成された波形部材２２６および２２
７は、それらの畝２２８をそれらの軸に関して、一般に０度から９０度の範囲に配向させ
ることができるが、それらの軸に関して（または平行に）、畝２２８を０度に配向させて
、波形化部材２２６および２２７の製造を簡便化することが好ましい。
【００６７】
ダイス２４０から固形の熱可塑性シート１２０を押し出す替わりに、複数の繊維をダイス
から押し出して、図４に示された裏張り層１２２のような裏張り層を形成してもよい。
【００６８】
ダイス２４０のようなダイスから熱可塑性材料を押し出す替わりに、非溶解の裏張りを用
いてもよい。それからローラー２５０を加熱して、裏張りを繊維シートに加熱接着（ｔｈ
ｅｒｍｏ－ｂｏｎｄ）させる。
【００６９】
　この工程の最後にユニット２９０を据える替わりに、それを、繊維シート１２６にアー
チ型部１３０を形成する前に配置してもよい。別途に、繊維シート１２６をこの工程に供
される際に、すでに追加繊維１９０を備えている繊維から形成してもよい。
【００７０】
好ましくは、冷却ローラ－２５０が、第１の波形化部材２２６の表面速度と同一または異
なる表面速度で回転できるように、装置と冷却ローラー２５０の装置とは、別々に制御さ
れる。冷却ローラーと第１の波形化部材２２６とが、同一の表面速度を有するように回転
する時、図２から図５で示されるように、繊維シート１２６は、第１の波形化部材２２６
の外周に沿って有する形と同じ形を、裏張りに沿って有する。冷却ローラーが、第１の波
形化部材２２６の表面速度よりも遅い表面速度を有するように、冷却ローラー２５０と第
１の波形化部材２２６とが回転する場合、繊維シート１２６の固定部分１２７は、裏張り
層１２０において冷却ローラーと第１の波形化部材との間のニップで近づき合って、冷却
ローラー２５０と第１の波形化部材２２６が同一の表面速度で回転する場合よりも、裏張
り１２０に沿って、ループ部分１３０の密度がより大きくなる。ループ部分１３０の量ま
たはループ数を増加させる方法は、同じ装置を用いて、裏張りの長さにおける１センチメ
ートル当たりのループ部分１３０の数が異なった糞便管理部材を製造するためにもまた、
波形化部材２２６および２２７上に機械で作られた畝２２８の間に、機械でこのような畝
２２８を近づけることの物理的限界を有して形成され得るよりも、裏張りの長さにおける
１センチメートル当たりのループ部分１３０がより多い糞便材料を製造するためにも有用
である。
【００７１】
おむつ２０は、改良されたフィットおよび包含性を供する助けになる少なくとも１つの弾
性ウェスト部材３４を備えていてもよい。弾性ウェスト部材３４は、装着者のウェストに
動的にフィットするように弾性的に延伸し、そして収縮することが一般に意図される。弾
性ウェスト部材３４は、好ましくは、吸収性コア３２８の少なくとも１つのウェスト縁６
２から少なくとも長手方向に外向きに延伸し、そして一般に、おむつ２０の端縁５２の少
なくとも一部分を形成する。使い捨ておむつは、しばしば、２つの弾性ウェスト部材を有
するように構成され、１つは、第１のウェスト領域３６に配置され、そして１つは第２の
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ウェスト領域３８に配置される。さらに、弾性ウェスト部材３４またはその構成要素のい
ずれかが、おむつ２０に添付された１つまたはそれ以上の別個の要素を備えることができ
る一方で、弾性ウェスト部材３４は、バックシート２６、トップシート２４、またはバッ
クシート２６とトップシート２４との両方などのおむつ２０の他の要素の延長として構成
することができる。
【００７２】
弾性ウェスト部材３４は、１９８５年５月７日にＫｉｅｖｉｔらにより発行された米国特
許第４，５１５，５９５号；１９８７年１２月１日にＬａｓｈにより発行された米国特許
第４，７１０，１８９号；１９９２年９月９日にＢｕｅｌｌにより発行された米国特許第
５，１５１，０９２号；および１９９３年６月２２日にＢｕｅｌｌにより発行された米国
特許第５，２２１，２７４号に記述されるものを含む多数の異なる形状で構成することが
できる。他の好適なウェスト形状は、１９９１年６月２５日にＲｏｂｅｒｔｓｏｎにより
発行された米国特許第５，０２６，３６４号および１９８９年３月２８日にＦｏｒｅｍａ
ｎにより発行された米国特許第４，８１６，０２５号に記述されるもののようなウエスト
キヤツプ部材を含んでよい。上で示される資料のすべては、参照してここに組込まれる。
【００７３】
おむつ２０は、留め具システム４０を含んでもよい。留め具システム４０は、装着者にお
むつ２０を保持させるために、おむつ２０の周辺に横断方向の張力を供するように重なる
形状で第１のウェスト領域３６および第２のウェスト領域３８を維持することが好ましい
。他の任意の公知留め具手段が、一般に許容されるが、留め具システム４０は、テープタ
ブおよび/またはフックおよびループ留め具要素を備えるのが好ましい。いくつかの例示
の留め具システムが、１９７４年１１月１９日にＢｕｅｌｌにより発行された「使い捨て
おむつ用のテープ留め具システム」と題された米国特許第３，８４８，５９４号；１９８
７年５月５日にＨｉｒｏｔｓｕらにより発行された「吸収体」と題された米国特許第Ｂ１
　４，６６２，８７５号；１９８９年７月１１日にＳｃｒｉｐｐｓにより発行された「改
良された留め具装置を有する使い捨ておむつ」と題された米国特許第４，８４６，８１５
号；１９９０年１月１６日にＮｅｓｔｅｇａｒｄにより発行された「改良されたフック留
め具部分を有する使い捨ておむつ」と題された米国特許第４，８９４，０６０号；１９９
０年８月７日にＢａｔｔｒｅｌｌにより発行された「感圧接着剤留め具およびその製造方
法」と題された米国特許第４，９４６，５２７号；１９９２年９月９日にＢｕｅｌｌによ
り発行された、前に参照された米国特許第５，１５１，０９２号；および１９９３年６月
２２日にＢｕｅｌｌにより発行された米国特許第５，２２１，２７４号に開示される。留
め具システムは、１９９０年１０月１６日にＲｏｂｅｒｔｓｏｎらにより発行された米国
特許第４，９６３，１４０号で開示されるような使い捨て形状の物品を保持する手段を備
えてもよい。これらの特許の各々は、参照してここに組込まれる。
【００７４】
おむつ２０は、サイドパネル３０を備えてもよい。弾性サイドパネル３０が、おむつ２０
の側面を、延伸および収縮させて、おむつ２０を装着者に、当初から柔軟にフィットさせ
、そしておむつ２０が排泄物を受けてから相当経った後でも、装着の時間を通してこのフ
ィットを維持することによって、より快適で身体に合ったフィットを供するため、サイド
パネル３０は、弾性または延伸性があってよい。おむつ装着者が、使用中に弾性化サイド
パネル３０の１つを、他方よりもいっそう引っ張った場合でも、おむつ２０は、装着中に
「自己調節」するので、サイドパネル３０は、おむつ２０のいっそう有効な使用を提供す
ることもできる。
【００７５】
本発明のおむつ２０は、第２のウェスト領域３８に配置されるサイドパネル３０を有する
ことが好ましいが、おむつ２０は、第１のウェスト領域３６に、または第１のウェスト領
域３５および第２のウェスト領域３８の両方に配置されるサイドパネル３０を具備するこ
とができる。サイドパネル３０は、任意の適切な形状で構成することができる。弾性サイ
ドパネルを有するおむつの例は、１９８９年８月１５日にＷｏｏｄらにより発行された「
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シヤーリングされた耳付きの使い捨ておむつ」と題された米国特許第４，８５７，０６７
号；１９８３年５月３日にＳｃｉａｒａｆｆａらにより発行された米国特許第４，３８１
，７８１号；１９９０年７月３日にＶａｎ　Ｇｏｍｐｅｌらにより発行された米国特許第
４，９３８，７５３号；前にここに参照した１９９２年９月９日にＢｕｅｌｌにより発行
された米国特許第５，１５１，０９２号；および１９９３年６月２２日にＢｕｅｌｌによ
り発行された米国特許第５，２２１，２７４号；「保持された動的フィットを供する吸収
体」と題された１９９７年９月２３日にＬａＶｏｎらにより発行された米国特許第５，６
６９，８９７号；Ｒｏｂｌｅｓらの名前で１９９３年１１月１９日に出願された「多方向
延伸性サイドパネルを有する吸収体」と題された米国特許出願番号第０８/１５５，０４
８号；その各々は、参照してここに組込まれる。
【００７６】
おむつ２０は、好ましくはさらに、液体および他の身体排泄物の改良された包含性を供す
るレッグカフ３２を含む。レッグカフは、レッグバンド、サイドフラップ、バリヤーカフ
または弾性カフとも称される。米国特許第３，８６０，００３号には、サイドフラップお
よび１つまたはそれ以上の弾性部材を有する、締付け可能レッグ開口を供して、弾性レッ
グカフ（ガスケットカフ）を提供する使い捨ておむつが開示されている。それぞれ、１９
８９年２月２８日および１９９０年３月２０日にＡｚｉｚらにより発行された米国特許第
４，８０８，１７８号および第４，９０９，８０３号には、脚部領域の包含性を改良する
「立ち上り」弾性フラップ（バリヤーカフ）を有する使い捨ておむつが記述されている。
１９８７年９月２２日にＬａｗｓｏｎにより、そして１９８９年１月３日にＤｒａｇｏｏ
によりそれぞれ発行された米国特許第４，６９５，２７８号および第４，７９５，４５４
号には、ガスケットカフおよびバリヤーカフを含む二重カフを有する使い捨ておむつが記
述されている。
【００７７】
本発明のおむつ２０の実施の形態は、装着者の背中の下にウェスト領域の１つ、好ましく
は後部ウェスト領域３８を位置決めすることによって、そして装着者の脚部の間におむつ
２０の残りを引っ張ることによって、装着者に適用できる。他のウェスト領域、好ましく
は、前部ウェスト領域３６は、装着者の正面にわたって配置される。その後、おむつの装
着者は、前部ウェスト領域３６および後部ウェスト領域３６が、重なり合う形状になるよ
うに装着者の周囲にサイドパネル３０を覆う。サイドパネル３０は、そして装着者のサイ
ズおよび形状に適合するようにこの操作の間、一般的に延伸され引っ張られる。留め具シ
ステム４０は、サイドの閉鎖を達成するように固定される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は、おむつの衣服に向いた面を見る人の方に向けて基礎構造を表すために
、部分を切り取った本発明における吸収体の実施の形態の平面図である。
【図２】　図２は、本発明の糞便管理部材の斜視図である。
【図３】　図３は、図２に示された本発明における糞便管理部材の実施の形態の側面図で
ある。
【図４】　図４は、本発明における糞便管理部材の第２の実施の形態における側面図であ
る。
【図５】　図５は、本発明の糞便管理部材を製造するための方法と装置の略図である。
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